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山梨県教育委員会 

 

 



  

 １ 議      案 

第 ４５ 号 山梨県教育委員会事務局及び山梨県教育委員会の所管に属する教育機

関の職員の職の設置に関する規則及び山梨県教育庁組織規則の一部を

改正する規則 

  

    第 ４６ 号 教育委員会所属長等の人事について 

 

第 ４７ 号 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令 

 

第 ４８ 号 「山梨県教育振興基本計画」の策定について 

 

 

 

 

 

２ 報 告 事 項 

 （ １５ ） 県立学校事務長等の人事について 

 

 （ １６ ） 訴訟の対応について 

 

 

 

 

 

  ３ その他報告 

 （ １４ ） 令和５年度山梨県新体力テスト・健康実態調査結果について 

    

 

 



議案第 ４５ 号  

 

 山梨県教育委員会事務局及び山梨県教育委員会の所管に属する教育機関の職  

員の職の設置に関する規則及び山梨県教育庁組織規則の一部を改正する規則   

 

 

［別途資料配付］  
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議案第 ４６ 号  

 

 教育委員会所属長等の人事について   

 

 

［別途資料配付］  
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議案第４７号  

 

 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令  

 

 

提案理由  

 

 山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正に伴い、職員の

勤務時間に関する規程について所要の改正を行う必要がある。これが、この議案

を提出する理由である。  
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訓令の概要 

             教育庁総務課 

題  名 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令 

趣  旨 
山梨県職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正に

伴い、職員の休憩時間について所要の改正を行う必要がある。 
 

内  容 

１ 訓令改正の背景等 

○  令和６年２月議会において、山梨県職員の勤務時間、休日及び 

休暇に関する条例の一部を改正し、休憩時間の追加（最大１時間）

のみでは必要な時間を確保できない場合に、必要な範囲内で当該休

憩時間を延長できることとなった（令和６年４月１日施行）。 

○  条例改正に伴い、人事委員会が定める山梨県職員の勤務時間、 

休日及び休暇に関する規則について、次の改正がなされる予定。 

・休憩時間の追加について、在宅勤務のための移動又は子の養育 

若しくは要介護者の介護に要する時間が一時間を超える場合に

は、当該移動又は当該養育若しくは介護に要する時間の範囲内で

延長することができることとする。 

○ このため、職員の休憩時間について、所要の改正を行う必要が 

ある。 

 

２ 訓令改正の内容 

休憩時間の追加を認める場合の職員の休憩時間について、通常の

休憩時間とは別に当該追加した休憩時間を置くことができること

とする。 

施行期日  令和６年４月１日から施行する。 

留 意 点  なし 

参考事項  なし 
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弾力的な休憩時間の運用について

制度内容 現行 改正案（変更箇所のみ）

分割 休憩時間（60分）を45分と15分に分割 ①障害

短縮
休憩時間（60分）を45分に短縮
＊始業終業時刻をその分短縮

①育児／介護
②通勤緩和
・30分以上の短縮効果
・妊娠中

③障害

延長
休憩時間（60分）を必要時間延長（15分単位）
＊始業終業時刻をその分延長（7:00～22:00の範囲）

①在宅勤務（移動、育児、介護）
②障害

追加
休憩時間（60分）とは別の時間帯に休憩時間を追加
＊始業終業時刻をその分延長（7:00～22:00の範囲）

①在宅勤務（移動、育児、介護）
＊60分
②障害 ＊15/30/60分

①在宅勤務（移動、育児、介護）
＊原則60分
60分で不足する場合は必要な
時間を延長可能（15分単位）

資料１

【イメージ】

改正前

改正後

8:30 12:00 13:00 17:15 18:15
1時間
↓

延⻑不可

1時間45分
↓

1時間で不⾜する場合、必要な範囲内で延⻑可

19:00
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報告事項 １５  

 

 県立学校事務長等の人事について    

 

 

［別途資料配付］  
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報告事項 １６  

 

 訴訟の対応について    

 

 

［別途資料配付］  
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課名 保健体育課 

件

名 
令和５年度 山梨県新体力テスト・健康実態調査結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要         

１ 目的  

本県児童生徒の体力や生活習慣の現状を明らかにするとともに、体育・スポーツの 

指導に活用するため、平成 17 年度より実施している。「全国体力・運動能力、運動習

慣等調査」（小５・中２対象）では、本県の体力等の現状について全国平均値との比較

を基に分析を行っているが、本調査は、県内公立小・中・高等学校・定時制高等学校の

全児童生徒を対象に体力及び生活習慣の状況を把握し、その経年変化を基に分析する。 

 ２ 内容   文部科学省が定める調査要領 

○「新体力テスト」（８種目） 

     握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、 

立ち幅とび、ボール投げ 

○「健康実態調査」生活習慣に関するアンケート(10 項目) 

    運動実施時間、朝食摂取状況、睡眠時間など                       

 ３ 時期  令和５年４月～令和５年９月 

 ４ 対象  66,800 人（県内公立小・中・高等学校・定時制高等学校の児童生徒 全 16 学年） 

Ⅱ 調査結果の概要 

１ 実技に関する調査 

 (1) 体力合計点の経年変化（10 年間） ※８種目の記録を得点化した合計点の平均値 

令和５年度の体力合計点について10年間の推移をもとに学年別にみると、本年度は、男

女ともに最も高い値となった学年は見られず、女子の高校１年生と定時制３年生で、過去10

年間のうち最も低い値となった。令和４年度との比較では、男子は全ての学年で、女子は高

校１年生と定時制３年生を除く全ての学年で、昨年度の数値を上回った。 

学年差は見られるものの、全体的に回復傾向が見られる学年が増加し、ここ数年のコ

ロナ禍における子供たちの体力低下の傾向に一旦の歯止めがかかる結果となった。 

 (2) 各種目別の傾向（10 年間） 

○過去 10 年間で令和５年度に最も高い得点を示した学年 

 

 

 

 

 

 

 

○過去 10 年間で令和５年度に最も低い得点を示した学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和６年３月２２日（金）】 

・「長座体前屈」と「立ち幅跳び」は、過去10年間で最高値を示す学年が多い。 
・一方で、「握力」、「上体起こし」、「20mシャトルラン」、は過去10年間で最低値を示す学年が多く、持久力 
や筋力の低下が課題となっている。 

・例年の課題であるボール投げは、過去最高値を示す学年は少ないが、男子で１２の学年、女子で９つの学
年で、昨年度の数値を上回り、やや回復傾向が見られた。 

その他報告 １４ 
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２ 健康実態調査（ゴシック体は文面の内容を示す） 

 (1)運動習慣      
運動やスポーツの実施頻度について、「ほとんど毎日」運動すると回答した児童生徒の

割合は、男子は小学４.６年生、中学１.２年生、高校全学年、定時制２.３年生で、女子は
中学２.３年生、高校２.３年生、定時制３年生で令和４年度を上回る結果となった。                 

（※H29 の調査より「登下校の徒歩も運動に含む」の条件を加えたため、10 年前ではなく前年度の結果と比較している） 

    
 
 
 
   

(2)朝食摂取 
朝食を「毎日食べる」と回答した児童生徒の割合が10年前と比較して増加した学年は、

男子は高校定時制１.２.３年生、女子は高校定時制１.４年生であった。男子は小学３年
生から、女子は小学５年生から「毎日食べる」児童生徒の割合が９割を下回っている。 

 

 

 

 

(3)睡眠時間 
一日の睡眠時間について、「８時間以上」と回答した児童生徒の割合は、10 年前と比

較し、男子の小学２年生と、女子の中学２.３年生、定時制２～４年生で増加した。 
 

 

 

 

また、「６時間未満」の割合も男子は 12 の学年、女子は 13 の学年で増加しており、

全体として睡眠時間は減少傾向である。 

 
３ 体力合計点と健康実態調査項目との関連 

 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ 今後の対策 

体力合計点の平均値を、令和元年度（コロナ以前）の水準に戻すことを目指しつつ、過去 

10年間で最も高かった平成30年度前後と同水準に近づけるよう、次の取り組みの充実を図る。 

（◎は重点項目） 

 ◎休憩時間における運動遊びの奨励〈小学校〉 

◎体育授業における運動時間や運動強度の工夫〈中・高・定〉 

 ○体育的活動（運動会や体育祭等）における実施内容の工夫〈小・中・高・定〉 

 ○「子供の体力向上推進事業」(※)の推進〈小・中・高・定〉 

 

 
 
 
 
 
 
 

［一例］    H26     R4     R5             H26     R4     R5 
【男子】小４  55.4％ →  73.0％ → 76.4％    【女子】中２ 58.5％ → 64.0％ → 65.4％ 

中２  74.9％  →  74.7％ → 75.6％         中３ 55.6％ → 61.0％ → 61.4％ 
高３  61.2％ → 70.7％ → 73.4％       高３ 28.6％ → 58.4％ → 61.8％ 
定３  15.5％ →  35.8％ → 43.8％        定３ 10.1％  → 38.8％ → 52.3％ 

［一例］    H26     R4     R5             H26     R4     R5 
【男子】小１ 95.2％ → 93.9％ → 94.1％   【女子】小１ 94.9％ → 95.2％ → 94.5％ 

中２ 87.1％ → 84.2％ → 85.1％       中２ 85.6％ → 81.5％ → 82.0％ 
高２ 83.3％ → 79.7％ → 78.3％       高２ 86.1％ → 79.3％ → 77.9％ 
定１ 49.3％ → 54.4％ → 60.0％       定１ 38.4％ → 27.3％ → 42.1％ 

［一例］    H26     R4     R5            H26      R4      R5 
【男子】小２ 73.1％ → 71.5％ → 73.9％  【女子】小２  76.5％ → 71.5％  → 71.5％ 
    中１ 29.9％ → 10.9％ →  9.5％      中２  13.1％ → 12.4％ →  13.3％ 

高２  6.7％ →  4.7％ →  5.2％      中３   7.7％ → 16.4％ → 14.9％ 
定１ 29.0％ → 17.5％ → 22.0％       定１  16.1％ →  19.7％ → 15.8％   

       

○「ほとんど毎日」、「時々」運動を実施している児童生徒は、運動の実施頻度に比例して、 
体力合計点が高い。 

○「朝食を毎日食べる」児童生徒は、「毎日食べない」児童生徒に比べて、体力合計点が 
おおむね高い。 

○１日のテレビ・スマートフォン等の視聴時間が「１時間未満」、「１～２時間」の児童生徒は、 
「２～３時間」、「３時間以上」の児童生徒の体力合計点よりもおおむね高い傾向にある。  

(※)「子供の体力向上推進事業」の具体例 
①健康・体力つくり一校一実践運動〈小・中・高・定〉 
②目指せ！やまなしチャンピオン！〈小学校〉 
③もっと楽しい体育授業で体力アップ！〈小学校〉 

H30体⼒合計点平均値の例(本県) 
小学校 
5年生 

男子 53.59点 
⼥子 55.37点 

中学校 
2年生 

男子 43.24点 
⼥子 51.41点 
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